
足していくということが基本
であるからです。足りなけれ
ば補い、大きな味わいの中で
バランスを取っていく。この
ような理由から、フランス料
理は足し算の料理と云われて
います。
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BHカルチャー

★次号は11月末予定

守山市下之郷１丁目2-32-101

℡077-582-0500

“ステキな町をつくりたい！”スタッフ一同の願いです。

らいふあっぷ

守山応仁の乱「守山城の戦」その 2

料理人｢AKIRA寺島｣こだわりトーク

求 人

すてきな生活 しあわせ空間

HP) builhome.co.jp
bh-culture.com

ラ・ベルヴィ

プリンス木村のエッセイ

今年は応仁の乱勃発から550年目を迎える。京

都『西陣』の由来は、｢応仁の乱｣で西軍が当地に
陣を構えた事が因むとされています。では、敵方
の『東陣』は何処にあったのか?報道等によれ
ば、2年前より東陣当地の上京区民有志でつく
る｢東陣プロジェクト委員会｣が発足、数々の

啓発活動を繰り広げている。守山からすれば
500年も前の、しかも京都の遠く離れた物語
に映るのも知れないが、関係と言えば
｢ありあり｣で実は近江守山でも合戦が行われ、
３千人余りの武士が、鎬（しのぎ）を削まし
た。応仁元年（1467）1月18日。応仁の乱が勃
発すると、近江においては、京極家が東軍に六
角家が西軍に付き、戦が繰り広げられました。翌
年応仁2年（1468）8月28日。戦火は杉江町小津神
社へ広がり神社は消失。同年11月から12月へかけ
て戦火は守山都心へと広がったのです。

守山における応仁の乱とは一体どの様なもので
あたったのでしょうか。応仁2年（1468）蒲生

郡志には当時の様子が｢守山城の戦｣として詳細
に記されています。『守山城』は資料から現在
の大光寺と旧守山幼稚園から金森川にかけて存
在したと比定されます。｢蒲生郡志｣によります
と、守山城は元来、六角氏による築城でした。
11月5日。京極氏の兵２千人余りが、六角氏の

守る守山城を囲みました。六角氏も兵千人を率
いて前後より挟み撃ちしたのでした。血戦は日
暮れまで続きました。京極軍は風が出て来たの
を幸いに民家に火を放ちました。煙火はたちま
ち天にまで達し、辺りを焼き尽くすと、城は遂
に焼け落ちたのでした。結果は、京極側の辛勝
に終わりました。六角側の守将、馬淵・下笠・
楢崎氏等を始め焼け出された17名の少将が生け
捕りとなり、自刃したのでした。

応 募 方 法

①クイズの答え
②郵便番号
③住所
④氏名
⑤年齢
⑥電話番号
⑦紙面への意見

左記をご記入の上、はがきで
ご応募ください。正解者の中
から５名様に図書カードプレ
ゼント〆切は５月末。
〒５２４－００１３
守山市下之郷１丁目2-32-101
東洋ビルホーム(株)まで

ある

魅力ある会社作りに若い感性が支えます。
未経験者大歓迎！共に働きませんか？

①フレンチ料理人助手(兼任歓迎) 募集） 社員orパート社員

②ホールスタッフ 募集） パート社員 学生ﾊﾞｲﾄ歓迎

勤務地）ラ・ベルヴィ:守山市今浜町2624-159

③本店営業スタッフ：社員orパート社員 (宅建資格者優遇）
勤務地）本店:守山市下之郷1丁目2-32-101

★委細は面談にて （連絡先）077-582-0500

★土日、夕方勤務可能の方歓迎、応募お待ちしております！

なし

しんぞう

トラック

かばん

かさぶた

はい

ダンプカー

ポーチ

きず

ある には共通点が
あります。

☆当選者発表☆
播磨田） 今村 佳子様

播磨田） 中川 怜吾様

今浜） 川船 敏江様

立入） 葭谷 健一様

木浜）いまい あゆみ様

前回のクイズの答え

ひとやすみ
やすみじかん
はるやすみ
ひるやすみ

やすみ が付く

味覚とは、塩味、甘味、酸味、苦味、
旨味の五味から成っています。辛味は痛
覚に作用して感じるもので味覚には含ま
れず、例えば、辛いものを身体につける
とヒリヒリするように、舌だけが感じる
ものではありません。少し逸れましたが、
味付けを決めるという事は、言い換えれ
ば、五味のバランスを取るということで
す。これがとても難しい。料理業界では
味見を多くすると舌が慣れてしまい、味
が分からなくなると云われていますが、
僕はそう思いません。自分が持っていき
たい味になるまで微調整を繰り返し、多
様性のある味わいを作ります。フランス
料理は、よく複雑な味わいと表現される
ことがあります。それは味の作り方が、

－ 味 の 作 り 方 －

読
者
の
声

・新しくなって一段と読みやすくなったと思います。あるなしクイズで脳トレ。
がんばりまーす。

・らいふあっぷやプリンス木村さんのエッセイ。身近な事で知らない事が多いので、
とても興味深く読ませて頂いています。頭の体操にクイズも楽しみの１つです。

・クイズはおもしろいうえに頭もつかってすごいなと思いました。
これからもクイズにちょうせんしていきたいです。

年々充実、楽しい企画一杯、遊びに来てね！

フレンチレストラン：「ラベルヴィ」シェフ


